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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

近年、無機材料の探索において高速探索手法であるコンビナトリアル化学的研究が増えてきている。本研究では基本的な無機材料の固相および液相合成手法に基づいたプロセスの自動化に向け、小型化で様々な用途に対応できるシステムをコンセプトに装置開発を行った。さらに実施例として電池材料およびサーモクロミック材料の探索を行った。
装置開発のベースとなる静電噴霧技術は液体に高電圧を印加すると霧状に噴霧される技術である。噴霧の形状は電圧印加の程度によって変化し、電圧値が大きくなるにつれて液滴のサイズが小さく微細になり広く円錐状に噴霧される。この効果を最大限に活用し、印加電圧や接地ステージ温度の制御によって薄膜・粉末・液体の試料形態作製の意図的制御を可能にした。

全ての制御はGUIにより初めてのユーザーでも容易に行えるようにした。当該装置は様々な組成比からなる試料群（ライブラリ）の作製までの機能を有し、熱処理は別系統で行うようにした。
実施例として、様々な組成比からなる擬四元系Li-Ni-Co-Ti複合酸化物ライブラリを作製した。これまでに報告されている、同組成からなる層状化合物の組成比率条件よりも広範囲に単一相が得られることが見いだされ、コンビナトリアル手法を用いた材料探索が有効であることが確認された。現在、それら化合物の物性を精査しているところである。
　他の実施例として省エネルギー研究のひとつであるサーモクロミック材料の探索を進めている。従来、酸化バナジウム系薄膜はマグネトロンスパッタ法などの真空装置が必要であったが、大気圧環境下で動作する当該合成システムでも薄膜ライブラリの作製が可能であることを実証できた。
本研究では、さらに高速材料合成システムのみならず得られるライブラリの高速評価システムの構築も推し進めた。システムの拡張性を考慮し、開発した合成システムの一部のアタッチメントを交換するだけで評価システムに切り替えられるようにし、制御ソフトウエアに関しても同一プログラム上で行えるようにした。具体的には抵抗率を評価するシステムで、酸化バナジウム系薄膜ライブラリのサーモクロミック特性評価に大きな効果を示した。
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	欧文概要　ＥＺ

In the conventional materials research, much time was spent for the establishment of reaction phase diagram consisting of multi-components. We have hitherto developed desktop fully automated high-throughput materials exploration system based on wet/dry process and electrostatic atomization method. The system can be deposited material in the defined position on the grounded and heated substrate by applying a high voltage to the liquid. This system can prepare not only powder library but also thin-film library by changing applied voltage. Starting materials can use oxide slurry, nitrate, acetate and hydroxide dissolved by organic solvent. To obtain a group of various multi-component materials, the composition ratio of the mixed solution is controlled by changing the delivery speed of the multiple-solution feed unit arranged multiple syringe pumps in parallel. By using the system, various thin-film or powder library were prepared in a short time. The heat-treated library was evaluated by combinatorial X-ray diffraction and resistivity measurement apparatus.
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